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区長
◆
中
野
地
区

中
町
‐
井い

も

と本
久ひ

さ

お夫
、
西
町
‐
白し

ら

い井

善よ
し
の
り教

、
東
町
‐
関せ

き

康や
す
ひ
さ久

、
松
川
‐

中な
か
む
ら村

明あ
き
ふ
み文

、
普
代
‐
峯み

ね
じ
ま嶋

正ま
さ
ゆ
き行

、

東
松
川
‐
浅あ

さ

の野
清き

よ

み美
、
一
本
木

‐
市い

ち
か
わ川

正ま
さ
は
る治

、
栗
和
田
‐
小お

の野

良り
ょ
う
い
ち一
、
西
条
‐
西に

し
ざ
わ沢
厚あ

つ
し

、
上
小
田

中
‐
滝た

き
ざ
わ沢

幸こ
う
い
ち一

、
下
小
田
中
‐

豊と

よ

だ田
博ひ

ろ
ふ
み文

、
東
吉
田
‐
山や

ま
ぐ
ち口

茂し
げ
る

◆
日
野
地
区　

間
山
‐
鈴す

ず

き木
治は

る

お雄
、
新
野
‐
中な

か
や
ま山

治お
さ
む

、
更
科
‐
上う

え

だ田
實み

の
る

、
高
遠
‐

田た

が

わ川
精せ

い
い
ち一
、
東
山
‐
達た

つ

や家
秀ひ

で
ふ
み文

◆
延
徳
地
区
　

桜
沢
‐
藤ふ

じ
ま
き牧

万ま
ん
ぞ
う三

、
大
熊
‐
柴し

ば
も
と本

正ま

さ

し志
、
北
大
熊
‐
髙た

か

だ田
登の

ぼ
る

、
小
沼

‐
小こ

ば
や
し林
啓け

い

じ治
、
篠
井
‐
宮み

や
ざ
き﨑
克か

つ
ひ
こ彦
、

新
保
‐
酒さ

か

い井
悦え

つ

じ治

◆
平
野
地
区　

西
江
部
‐
原は

ら

だ田
一か

ず

お夫
、
東
江
部
‐

山や

ま

だ田
幸こ

う
ぞ
う造
、
泉
‐
相あ

い
ざ
わ澤
清き

よ

え栄
、
岩

船
‐
武た

け

だ田
文ふ

み

お雄
、
片
塩
‐
津つ

が

ね金

明あ
き
ひ
と仁
、
七
瀬
‐
湯ゆ

も

と本
正ま

さ
と
し敏
、
吉

田
‐
小こ

ば
や
し林

秀ひ
で
た
か高

、
長
嶺
‐
北き

た
ざ
わ澤

　
平
成
2７
年
度
中
野
市
区
長
会
定

期
総
会
に
お
い
て
、
各
役
員
が
次

の
と
お
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
　
上
田
實

副
会
長
　
小
野
良
一
、
湯
本
正

敏
、
小
林
純
一
、
臼
井
今
朝
德

理
事
　
髙
田
登
、
有
賀
清
一
、
秋

山
秀
則
、
湯
本
良
次
、
渡
辺
孝

助
、
町
井
清
和
、
藤
沢
眞

区
長
会
役
員
が
決
定

※
敬
称
略

区
長
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

辰た

つ

と

し

登
志

◆
高
丘
地
区　

安
源
寺
‐
髙た

か
み
さ
わ

見
澤
義よ

し
と
み富
、
草
間
‐

今い

ま

い井
幸こ

う
い
ち一

、
日
和
‐
青あ

お

き木
伸し

ん
い
ち一

、

立
ケ
花
‐
小こ

や
な
ぎ柳
清き

よ
た
か隆
、
牛
出
‐

有あ

る

が賀
清き

よ
か
ず一

、
栗
林
‐
町ま

ち

だ田
幸ゆ

き

お男
、

大
俣
‐
倉く

ら
し
ま島
照て

る

お雄

◆
長
丘
地
区

田
麦
‐
髙た

か
は
し橋
曉さ

と
し

、
厚
貝
‐
山や

ま
ぎ
し岸

平ひ
ら
か
ず和

、
壁
田
‐
渋し

ぶ
か
わ川

隆た

か

ひ

さ久
、
古
牧

‐
秋あ

き
や
ま山
秀ひ

で
の
り則

◆
平
岡
地
区　

竹
原
‐
武た

け

だ田
保や

す
の
り德
、
金
井
‐
湯ゆ

も

と本

良よ
し
つ
ぐ次

、
西
笠
原
‐
清し

み

ず水
正ま

さ
あ
き明

、
東

笠
原
‐
山や

ま

だ田
易や

す

お男
、
新
井
‐
塩し

お
ざ
き﨑

隆た
か
ふ
み文

、
若
宮
‐
春す

の
は
ら原

功い
さ
お

、
北
間
長

瀬
‐
土つ

ち

や屋
重じ

ゅ
う
す
け典
、
南
間
長
瀬
‐

久く

の野
和か

ず
あ
き明

、
長
元
坊
‐
猪い

の
は
ら原

誠せ

い

じ二

◆
科
野
地
区　

赤
岩
‐
佐さ

と

う藤
武た

け
し
げ重

、
深
沢
‐
出で

が

わ川

純じ
ゅ
ん
い
ち一

、
越
‐
渡わ

た
な
べ辺

孝こ
う
す
け助

◆
倭
地
区　

岩
井
‐
山や

ま

だ田
喜よ

し
ひ
で英

、
岩
井
東
‐

須す

ど

う藤
勇い

さ
む

、
田
上
‐
小こ

ば
や
し林

純じ
ゅ
ん
い
ち一

、
柳

沢
‐
町ま

ち

だ田
高た

か
は
る春

、
中
小
屋
‐
山や

ま
ぎ
し岸

修お
さ
む

、
牧
ノ
入
‐
稲い

な

ば葉
武た

け
は
る治

◆
豊
津
地
区　

替
佐
‐
町ま

ち

い井
清き

よ
か
ず和

、
笠
倉
‐
割わ

り

た田

澄す

み

お雄
、
硲
‐
三み

つ

い井
善よ

し

と登
、
奥
手
山

‐
佐さ

と

う藤
正た

だ
し

、
美
沢
‐
丸ま

る
や
ま山
豊と

よ

し志

◆
上
今
井
地
区　

上
今
井
‐
臼う

す

い井
今け

さ

の

り

朝
德

　
平
成
2７
年
度
中
野
市
区
長
会
定

期
総
会
を
２
月
19
日
、
長
野
県
中

野
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。

　
地
域
自
治
の
先
頭
に
立
っ
て
ご

尽
力
い
た
だ
く
各
地
区
の
区
長
の

皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
２7
年
度

▲上田實会長と新役員の皆さん

◆
永
田
地
区　

穴
田
‐
藤ふ

じ
さ
わ沢

眞ま
こ
と

、
毛
野
川
‐
長な

が
さ
わ澤

照て
る
か
ず和
、
南
永
江
‐
坂さ

か
も
と本
健け

ん
き
ち吉
、
北

永
江
‐
遠と

お
や
ま山

松ま
つ
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
、
梨
久
保

‐
松ま

つ

の野
佳け

さ

よ

し

賛
好
、
涌
井
‐
松ま

つ

の野

德の

り

お雄
、
親
川
‐
黒く

ろ
い
わ岩
鐵て

つ

と人
、
三

俣
‐
小こ

や

ま山
善よ

し
た
か隆

、
赤
坂
‐
田た

な

か中

富ふ

じ

お

士
男
、
豊
田
深
沢
‐
清し

み

ず水
敏と

し

お男

市役所　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
、
効

率
的
で
弾
力
的
な
行
政
運
営
を
行

う
た
め
に
、
４
月
か
ら
市
役
所
の

組
織
が
一
部
変
わ
り
ま
す
。

　
本
市
の
産
業
、
観
光
、
文
化
な

ど
の
地
域
資
源
を
担
当
す
る
部
署

と
「
信
州
中
野
ブ
ラ
ン
ド
」
の
情

報
発
信
、
都
市
交
流
な
ど
を
担
当

す
る
部
署
の
一
元
化
を
図
り
、
よ

り
積
極
的
に
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　
営
業
推
進
課
に
は
、「
観
光
交

流
係
」、「
商
工
労
政
係
」、「
賑
わ

い
創
生
係
」
を
設
け
、
本
市
の
経

済
の
活
性
化
と
持
続
的
な
発
展
に

つ
な
が
る
組
織
に
し
ま
す
。

一
部
変
わ
り
ま
す

市
役
所
の
組
織
が

商
工
観
光
課
を

「
営
業
推
進
課
」
に
改
組

　
全
国
的
に
活
動
が
盛
ん
な
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
団
体

市
内
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
の
団
体
の
窓
口
と
な
る

「
市
民
協
働
推
進
室
」
を

設
置

の
活
動
を
支
援
す
る
窓
口
を
設

け
、
併
せ
て
区
長
会
と
の
連
絡
調

整
に
関
す
る
事
務
を
危
機
管
理
課

か
ら
移
管
し
、
一
部
の
団
体
事
務

の
窓
口
を
集
約
し
ま
す
。

　
国
土
調
査
法
に
基
づ
く
地
籍
調

査
に
つ
い
て
、
平
成
2７
年
度
か
ら

の
事
業
実
施
に
向
け
て
新
た
な
係

を
設
置
し
ま
す
。

道
路
河
川
課
に

「
国
土
調
査
係
」
を
設
置

　
交
流
に
関
す
る
事
務
を
統
計
交

流
係
か
ら
営
業
推
進
課
に
移
管
す

る
こ
と
に
伴
い
、
情
報
係
と
統
計

交
流
係
を
統
合
し
、
事
務
の
効
率

化
を
図
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

庶
務
課
庶
務
文
書
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

政
策
情
報
課
の
情
報
係
と

統
計
交
流
係
を
「
情
報
統

計
係
」
に
統
合

組織
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平
成
26
年
長
野
県
市
町
村
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
広
報
な
か
の
11
月
号

が
、「
広
報
紙
の
部
」

で
総
合
１
位
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
今
後
も
、

よ
り
良
い
広
報
紙
と

な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

愛
読
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

庶
務
課
秘
書
広
報
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

「
広
報
な
か
の
」
が
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で

総
合
１
位
を
受
賞
し
ま
し
た

受賞

　
市
で
は
昨
年
の
人
事
院
勧
告
な
ど
を
踏

ま
え
、
平
成
2７
年
４
月
１
日
か
ら
の
本
市

の
特
別
職
の
給
料
お
よ
び
報
酬
の
額
に
つ

い
て
、
中
野
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
へ

１
月
30
日
に
諮
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
諮
問
後
、本
審
議
会
で
審
議
が
行
わ
れ
、

２
月
18
日
、
審
議
会
の
結
果
に
つ
い
て
、

審
議
会
会
長
か
ら
市
長
へ
答
申
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
答
申
で
は
、
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長

の
給
料
、
そ
し
て
議
長
、
副
議
長
、
議
員

の
報
酬
に
つ
い
て
、
諮
問
の
と
お
り
平
均

２
％
減
額
で
審
議
会
の
意
見
が
ま
と
ま

り
、
ま
た
４
月
１
日
か
ら
の
教
育
委
員
会

制
度
変
更
に
伴
う
新
教
育
長
の
給
料
の
額

の
ほ
か
、
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
の
退

職
手
当
を
８
～
４
％
引
き
下
げ
る
こ
と
に

つ
い
て
も
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

庶
務
課
職
員
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
か
ら
の
答
申

答申

若
者
・
女
性
の
投
票
立
会
人

募集
　
若
者
の
投
票
率
向
上
と
女
性
の
登
用
率

向
上
を
図
る
た
め
、
４
月
12
日
㈰
執
行
予

定
の
長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票

立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
要
件

・
選
挙
権
を
有
す
る
40
歳
未
満
の
男
性

・
選
挙
権
を
有
す
る
女
性

○
募
集
人
員
　
５
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

○
職
務
の
内
容
　
長
野
県
議
会
議
員
一
般

選
挙
の
期
日
前
投
票
所
投
票
立
会
業
務

○
期
日
　
４
月
４
日
㈯
か
ら
８
日
㈬
の
う

ち
一
日（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時
）

○
場
所
　
市
役
所
期
日
前
投
票
所

○
報
酬
　
９
５
０
０
円
／
日

○
受
付
期
間
　
３
月
９
日
㈪
～
20
日
㈮

（
各
日
と
も
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
）

○
申
込
方
法
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ま
た
は
豊
田
支
所
地
域
振
興
課
に
て
配

付
し
て
い
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
明

記
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
申
込
書
提
出
先
　
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
、
豊
田
支
所
地
域
振
興
課

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
２
４
）

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
」

募集
　
本
市
は
、
唱
歌
「
故
郷
」
に
う
た
わ
れ

る
美
し
い
原
風
景
が
広
が
る
ま
ち
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
は
人
口
減
少
や
高

齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
空
き
家
の
増
加
や

農
業
後
継
者
不
足
な
ど
の
問
題
が
顕
著
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
地
域
活
性
化
と
観
光
振
興
を
図

る
た
め
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
」
を

募
集
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は　

　
総
務
省
が
平
成
21
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
制
度
で
、
3
大
都
市
圏
を
は
じ
め
と

す
る
都
市
地
域
か
ら
人
材
を
受
け
入
れ
、

市
が
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
」
と
し
て

委
嘱
し
、
観
光
振
興
や
農
林
業
の
応
援
、

地
域
行
事
の
支
援
な
ど
の
「
地
域
協
力
活

動
」
に
従
事
、
併
せ
て
定
住
・
定
着
を
図

り
な
が
ら
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
で
す
。

〇
募
集
人
員
　
１
人
　

〇
任
期
　
平
成
28
年
3
月
31
日
㈭
ま
で

〇
募
集
対
象
　
３
大
都
市
圏
内
の
都
市
地

域
、
政
令
指
定
都
市
な
ど
の
地
域
に
居

住
し
、
委
嘱
後
に
豊
田
地
域
内
に
住
民

票
を
異
動
し
居
住
す
る
こ
と
が
で
き
る

方
。（
※
こ
の
他
に
も
要
件
あ
り
）

〇
対
象
年
齢
　
20
歳
～
50
歳

〇
活
動
内
容
　
観
光
振
興
、
農
業
体
験
の

企
画
運
営
の
支
援
な
ど
。

〇
応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙
に
記
入

の
上
、
履
歴
書
お
よ
び
自
己
Ｐ
Ｒ
作
文

を
豊
田
支
所
地
域
振
興
課
へ
直
接
お
持

ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
に
よ
り
ご
提
出

く
だ
さ
い
。（
用
紙
は
地
域
振
興
課
で

配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
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